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泉区役所の建て替え －令和２年度公募へ－ 
 

昨年度、民間活力の導入により泉区役所を建て

替えする方針が示され、本年度、市民アンケート

や事業者ヒアリングが行われてきました。 

先頃行われた説明会では、周辺の施設とも連動

したまちづくりの視点をもって事業を推進する

こととし、民間施設との合築・分築、周辺地への

建替えを含めた幅広い提案を受け付ける考えと

ともに、令和２年度に公募を開始することが示さ

れました。 

対象とする周辺施設の範囲や事業手法など、 

公募条件によって、泉中央地区の将来像も大きく

異なってきます。泉区役所の利便性の向上はもち

ろんのこと、泉中央地区の活性化や交通渋滞の 

解消など、地域課題の解決を求めてまいります。 

 

 

 

 

仙台市議会で、宿泊税の導入を求める決議！ 
今、仙台市と宮城県の間でホットな話題が

宿泊税です。昨年 12月の仙台市議会において、

仙台市独自の宿泊税の導入を求める決議を行

いました。 

その背景には、観光振興が喫緊の課題であ

るとの認識はもちろんですが、議会内に「みや

ぎ環境税」や「みやぎ発展税」の二の舞になる

のではないかとの危機感がありました。 

仙台市内の宿泊者数は、宮城県全体の約６

割を占めていますが、宮城県が宿泊税を導入

した場合、「みやぎ環境税」などと同様に、税

金が仙台市内の観光振興施策に配分されない 

 

 

 

 

 

 

おそれがあります。このような問題意識は仙

台市内の宿泊事業者の間にも広がっています。 

一方で、この問題に対する仙台市の課題認

識は乏しく、市長が知事と協議する気配も感

じられませんでした。このため、宿泊税の導入

を求める決議を行い、市長が重い腰を上げ、仙

台市の観光振興施策を強力に推進するよう促

しました。 

知事が半ば強引に宿泊税を導入しようとし

ており、最終決着までには紆余曲折が予想さ

れます。仙台市の観光振興と交流人口拡大の

ため、腰を据えて取り組んでまいります。 
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